
①従来型のライフサイクルコスト

②長寿命化型のライフサイクルコスト
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２．試算条件について

※ 緊急対応費β（全体ライフサイクルコストに比べて僅少）

※ 長寿命化のための費用α（技術革新等で価格差が僅少、また、全体ライフサイクルコストに比べて僅少）

※ 試算条件は上記の通りとするが、実際の整備に際しては、キャンパス全体の整備方針や、
各部位の老朽化状況等、様々な要因を踏まえ実施時期を判断することとなる。

適切なタイミングで改修や修繕が
なされず老朽化が進行すれば、
・施設の物理的耐用年数が短くなる
・機能面・経営面・安全面において

法人としてのリスクが増大する
・一定の水準まで施設の性能を回復

するためのコストがかさむ

１．試算について

施設の長寿命化のコスト面の検証について
～建物単体モデルの試算～

平成３０年３月に整理した基本的な考え方を基に、施設を長寿命化した場合のコスト
面での効果を検証する。具体的には、建物単体モデルについて、「従来のライフサイク
ル（６０～６５年改築）」及び「長寿命化のライフサイクル（８０～１００年改築）」
の各ライフサイクルにおけるコストを試算し比較する。

国立大学法人等施設の長寿命化に向けた
ライフサイクルの最適化の関する検討会ＷＧ

長寿命化を図る施設は
①耐用年数を100年程度(80～100年)を目標とする。
②20～25年程度の間隔で性能維持改修を実施。
③築50年程度(40～50年)で性能維持改修に合わせて機能向上改修を実施。

３．試算結果について
資料１
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①従来型（60年）

②長寿命化型（100年）

一時的に従来型がコスト優位となる年があるが、
従来型の場合、漏水や空調故障等の事故が多く
なり、施設全体に及ぶ支障が発生。

費用[万円/㎡]

経年

① 従来型 ：９，９００～１０，６００円/㎡・年

② 長寿命化型：８，１００～９，５００円/㎡・年
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２．単年度当たりのコスト比較

１．ライフサイクルコスト比較

（65年） （60年）

（100年） （80年）

②長寿命化型（80年）

①従来型（65年）

（65→80年） （60→100年）


